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----第第第第６６６６回支援本部会議回支援本部会議回支援本部会議回支援本部会議についてについてについてについて----    

 

１ 開催日時 平成 23年 3月 24日（木） 午後 5時 45分から  

２ 場 所 特別会議室 

３ 出席者 別紙参照 

４ 決定事項  

(1)  市民から集まった物資等の被災地への搬送について 

 ・市民から集まった支援物資、および市の備蓄物資については、３月２８日に大船渡 

 市、および大槌町に日通を通じて搬送する。 

５ 確認及び報告事項 

(1) 炊き出し支援について 

・３月２５日(金)から２８日（月）までの日程で、大船渡市に向けて本市教育委員会よ 

 り職員および給食調理員５名で豚汁の炊き出し支援に向かう。 

・ 現地ボランティアとの調整を図りながら、避難所３箇所での炊き出し１５００食を予  

 定している。 

(2)  被災した避難者の市営住宅への受け入れについて 

・被災者支援のための住宅供給については、市営住宅 15 戸に加え、その他の市内の公的 

 住宅の情報をできるだけ詳細に提供するとともに、当面は市の公共施設のうちで住宅 

 として即時に提供可能なものを把握し、今後の需要に備える。 

・その他の公共施設や民間住宅を活用した支援については、引き続き検討する。 

(3)  保育所受入れ等の子どもへの支援関係について 

 ・認定については、市職員の聞き取りにより、当面は一時保育を実施しているところで 

 受入れを検討する。 

 ・被災者の生活基盤の見通しが立つまでの間、小学校での受入れを検討する。 

(4) 医療に係る支援関係について 

・透析患者のため、市立病院で最大５床を用意し、２０名の受入れが可能である。 

・現地に支援に入った医療チームから、今後は疾病予防のための支援が必要との報告が 

 あり、口腔ケアなどの支援を３月２８日から派遣予定。 

(5) 今後の支援の取り組み体制について 

・従来どおり支援本部事務局では、各部の取り組み等の情報を一元化、整理して庁内に  

 周知していくものとするが、各対策を具体的に進めていく段階に入るため、今後、震 

 災支援を専属的に取り組む人員の配置の必要性を検討していく 

６ その他の確認事項 

(1) 住宅支援関係 

 ・避難者住宅パトロール等のため県警から宝塚署に１人配属された。 

・避難者受入れに伴い、宝塚市自治会連合会に隣保支援について協力依頼を行った。 



・避難者受入れに伴い、庁内担当部局により、（仮称）震災避難者支援連絡会を立ち上 

げ、部局間の情報交換及び連絡調整を行う。 

(2)  環境関係 

 兵庫県から、宮城県南三陸町他のガレキ処理における現地指導を目的とした職員の

ため派遣要請があり、ｸﾘｰﾝｾﾝﾀｰ管理課長が１週間の予定で出発する。 

(3) 医療関係 

全国の研修医の派遣先被災に伴い、県より受入れの打診があり、本市で６名受入れの

回答を行った。 

(4)義援金関係 

市職員からの義援金を３月２３日で締切り、総額 3,320,809 円が集まりました。 

(5)消防関係 

第５次緊急消防援助隊が３月２６日に宮城県塩釜市へ向け出発する。 

７ 問合せ先 

 事務局 安全安心課 

 ＴＥＬ ０７９７－７７－２０７８（直通） 
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